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1.大学の概況（平成 27(2015)年 5 月 1 日現在）  

 

北海学園大学 

開設年度 昭和 27(1952)年度 

学部数（収容定員） 5 学部（7,180 人） 

研究科数（収容定員） 6 研究科（234 人） 

教員数 専任教員：233 人 兼任教員：323 人 

職員数 専任職員：83 人 専任以外の職員：8人 

キャンパス数 2（山鼻・豊平） 

 

 

2.自己点検・評価の体制について （資料 1） 

 

自己点検・評価委員会 

 

自己点検・評価実務委員会 

 

自己点検・評価作業委員会 

 

 

① 自己点検・評価委員会 （委員の構成・審議事項） 

 委員長 学長 

 委員  学部長・研究科長・機関長・事務部長・大学院事務部長・庶務課長他 

（19 名） 

 審議事項  

・受審機関の選定に関すること 

・組織体制に関すること 

・評価報告書に関すること 

・実務委員会への諮問に関すること。 

・その他 

 

② 自己点検・評価実務委員会（委員の構成・審議事項） 

 委員 

・各学部選出教員（５名 内１名委員長）事務部長・大学院事務部長他 

 審議事項 

・報告書起草案に関すること。 

・小委員会の設置・構成に関すること。 

・その他 

 自己点検・評価委員会規程 

 

 

 自己点検・評価実務委員会規程 

 

 

①  

 

②  

 

③  



 

 

3.自己点検評価書作成に関わるスケジュールについて（資料 2） 

 

① 自己点検・評価委員会 立上げ     

 ----- 受審２年３ヵ月前 

② 実務委員会 立上げ       

 

③ 評価書作成組織・構成・割当・説明会日程の検討 ----- 受審１年３ヵ月前 

 ＜大学独自の基準の作成には、委員会を設けず評価実務委員があたる＞ 

 

④ 説明会開催 （資料 2・3・4）    ------ 受審１年前 

・全体説明終了後、基準毎の作業委員会に分かれ個別説明 

・標記の基準（H26 年度版 受審の手引き P16～17 P156～157 公文書用語用字送り仮名

例集に倣う） 

・標記の統一 （A4 40 字×40 行横書き MS 明朝体 11 ポイント 注釈の記載方法） 

・作成期限 （報告書１２月中旬・エビデンスデータ編１１月末・資料編継続収集） 

 

⑤ 報告書集約作業（１２月末～１月中旬）    -------  受審 10 ヵ月間 

・基準毎のボリューム確認（集約は基準毎 --- 他基準と連結しない）  

 ＜基準 1～等個々の報告書の連結は個別の校正終了後＞ 

・標記統一性確認 

・校正方法の確認後、各作業委員へ指摘事項の確認・校正依頼（１月中旬～１月末） 

 

⑥ 実務委員による報告書読合せ作業（２月上旬～３月末）-------- 受審 6 ヵ月前 

・表現の整合化 

・字句修正・回答不整合・漏れ・ボリュームの確認 

・基準の表現・適合性の判断 

 

⑦ 報告書（草案）提出       -------- 受審 5 ヵ月前 

報告書（「答申」草案）を実務委員長から学長への提出 

 

⑧ 報告書（承認） 

 

⑨ 報告書作成（資料 5）    -------- 受審 4ヵ月前 

自己点検報告書作成 

エビデンスデータ編校正 

 

⑩ 機構から評価員構成の通知（5月末） 

 

⑪ 報告書発送（６月２６日発送）           -------- 受審 3 ヵ月前 

・自己点検評価書   ×20 

・エビデンス集・データ編  ×20 



・エビデンス集・資料編 × 6 

 

⑫ 機構から、7月以降のスケジュール通知          

⑬ 資料提出依頼 

・宿泊施設パンフレット 

・視察ルート 

・自己点検評価書作成体制一覧 

・受審会場平面図 

⑭ 評価機構 第 1回評価員会議 決定事項通知         （7 月初旬）受審 3ヵ月前 

  ・全体スケジュール 

 ・大学責任者との面談対象者 

 ・教育環境の視察 

・ 大学関係者と基準毎の面談 

・ 学生との面談 

・ 追加面談（同窓会・保護者・若手職員・若手教員） 

 

⑮ 「書面質問及び依頼事項」対応（着 8月 20 日頃 回答 9月 4日頃） （資料 6） 

＜書面質問 82 件 依頼事項 11 件＞          ------- 受審 40 日前 

・担当教員にメーリングリストで対応依頼 

 

 

⑯ 受審関係教職員へ関係資料配布及び受審当日の出欠調査 

・受審日毎の担当割当表 （資料 7） 

・自己点検評価書 

・エビデンス集（データ編） 

・評価書作成における体制一覧             ------- 受審 20 日前 

・教育環境の視察ルート（2キャンパス分）         受審日に持参を付記 

・面談者名 

・受審会場平面図及び使用スケジュール 

・対面式次第 

・昼食の有無 

 

⑰ 事務部職員間の最終確認  （資料 8）         ------- 受審 10 日前 

・担当毎に分担状況の確認及び調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4.実地調査について 

平成 26(2014)年 10 月 6 日（月）～8日（水） 

実地調査スケジュール 

●移動日／10 月 6 日 （山鼻キャンパス） 

時間 事項 

14:30～14:50（20 分） 集合・山鼻キャンパスへ移動 

14:50～15:00（10 分） キャンパス概要説明 

15:00～16:00（60 分） 教育環境の視察 

16:30～17:10（40 分） 学生との面談 

17:30～17:50（20 分） 宿泊施設へ移動 

●第 1日／10 月 7 日 （豊平キャンパス） 

時間 事項 

9:00～10:00（60 分） 第 2 回評価員会議  

10:00～11:00（60 分） 
評価員：資料点検 

機構職員と大学担当職員打合せ 

11:00～11:30（30 分） 理事長・学長等との対面式 

11:30～12:30（60 分） 昼食 （学食） 

12:30～14:00（90 分） 大学責任者との面談 

14:00～15:30（90 分） 教育環境の視察 

15:30～16:00（30 分） 資料データの点検 

16:00～17:30（90 分） 大学関係者と基準ごとの面談（教職員等） 

17:30～17:50（20 分） 宿泊施設へ移動 

18:00～20:00（120 分） 評価機構 第 3 回評価員会議（宿舎） 

●第 2日／10 月 8 日（豊平キャンパス） 

時間 事項 

9:00～9:30（30 分） 評価員：資料データ点検 

9:30～11:00（90 分） 大学関係者との基準ごとの面談 

11:00～12:00（60 分） 学生との面談 

12:00～13:00（60 分） 昼食（学内） 

13:00～14:30（90 分） 大学関係者との追加面談 

（同窓会・在学生の保護者・若手教員・若手職員） 

14:30～16:00（90 分） 第 4 回評価員会議（学内） 

 

・スケジュール作成開始時期：受審会場（会議室）は、受審日確定時（受審１年前）、 

上記スケジュールは、機構からの提示（上記 3-⑫）後に確定 

・部署毎の評価報告書の作成は、早めに終えていることが理想だが、実施中の施策等経過の確

認が必要なものもあり前年末が現実的。 

・特に基準 2の報告書作成は部署間横断の作業となるため、記述事項をより具体的に指示する

仕掛けを用意しなければ進まない。（資料 3・4） 

・基準の作成とは別に、編集委員会（第 5 編集作業小委員会）に、専門性の高い教員等をあて

文言の整理・整合を図った。 



・情報共有を図るため、実務委員間での確認・変更・確定事項を逐次メーリングリストで配信

した。 

・担当部署（事務部）内で生じた諸確認は共有ファイルに Q＆Aシートを作成し調整した。 

 

5.その他 

・４作業委員会から出された基準を 1 本に纏めた際、PC の OS 相違による「文字化け」が発生

した。OS が混在する場合は注意。 

・受審 2年前に評価実務委員を選出したところ、受審前年の異動により半数が交代してしまっ

た。 

・基準・データ作成には、次回認証を担う職員として「係長」を充て、実地調査には「事務長・

課長」を面談者とした。なお、係長は後列に着席させ経験を積ませた。 

・会場に案内役として職員を配置して、出欠確認・誘導を行った 

・面談室ドアに当日のスケジュールを掲示し、対象教職員の移動時の混乱を避けた。 

 



######

評価実務委員 委員長　　□□□□事務部長

評価実務委員 副委員長　□□□□会計課長

同所属担当職員

担当　職員

2. 自己点検・評価委員会組織

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会

⑴ 学長 自
己
点
検
・
評
価
実
務
委
員
会

（1）各学部から選出された実務委員（教員）各１名（学部及
び研究科の委員を兼ねるものとする。）

⑵ 学部長及び大学院研究科長 （2）小委員会委員長（互選による）

⑶ 学生部長、キャリア支援センター長、入試部長、教務センター長、図
書館長及び開発研究所長

（3）事務部長及び大学院事務部長

⑷ 事務部長及び大学院事務部長 （4）庶務課長

⑸ その他、学長が必要と認め、点検・評価委員会が承認した者 （5）小委員会から若干名（互選による）

旧
基
準

基準1 建学の精神・大学の基本理念及び使
命・目的

基準3 教育課程

作　　業　　委　　員　　会

第1作業小委員会 第2作業小委員会 第3作業小委員会 第4作業小委員会 第5作業小委員会

基準1 　使命・目的等 基準2 学修と教授 基準3 経営・管理と財務 基準4 自己点検・評価 編集作業委員会

基準4 学生 基準8 財務

基準5 教員

委員長　　□□□□　評価実務委員

基準9 教育研究環境

委員長　□□□□ 委員長　　□□□□　評価実務委員長

旧
基
準

基準2 教育研究組織

旧
基
準

旧
基
準

基準11 社会的責務

基準10 社会連携

基準7 管理運営

委員長　　□□□□　

全（５）学部長　

委　員　　□□□□法人総務課長 学長

学長

副委員長　□□□□　評価実務委員

副委員長　□□□□（大学院事務部長）

同所属担当職員

委　員　　□□□□法人経理課長

副委員長　□□□□ 副委員長　□□□□　　評価実務委員

資料　1

同所属担当職員

情報系・教育開発系委員長（2）

担当　職員

担当　職員

同所属担当職員

全（6）部局長　

全（6）研究科長　

副委員長　□□□□　評価実務委員

基準6 職員

旧
基
準



7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

第１回 7月4日

第２回 5月8日

第１回 7月11日

第２回 7月31日 ③

第３回 7月12日 ④

第4回 9月20日 ⑤

第5回 10月2日 ⑥

第６回 11月20日 ⑦

第７回 12月25日 ⑧

第８回 1月28日 ⑨⑩

第９回 2月6日

第１０回 2月28日 ⑪⑫⑬

第１１回 3月4日

第１２回 3月6日

第１３回 3月26日

第１回 10月16日

第２回 5月7日

＜校正＞

＜エビデンスデータ編＞

＜報告書＞

＜エビデンス資料編＞

＜集約＞

＜　集　約　＞

自
己
点
検
評
価
書
発
送

機
構
か
ら
の
「

書
面
質
問
及
び
依
頼
事
項
」

対
応

3.自己点検評価書作成に関わるスケジュールについて

資料2

自己点検評価委員会

自己点検実務委員会

評価作業小委員会

平成26年平成24年

受
　
審

平成25年

＜作成＞ ＜データ編集約＞ ＜報告書作成＞

＜報告書作成＞



基準２　学修と教授

学部・
研究科

△部・課
××委員会・セン

ター

各学部、研究科のアドミッション・ポリシー

・・・字数制限や書式を統一して、簡潔に記述 〇

特別入試やＡＯ入試に関する事項

・・・面接、調査票等の工夫 〇

カリキュラム・ポリシー ××

・・・字数制限や書式を統一して、簡潔に記述

××

基礎ゼミ、コース等の工夫 ××

講演会、特別講義など ××

教職、図書館等の免許取得課程

各部局の担当者数（職員・パート・臨職の数） △ × 改善・向上の方策（将来計画）

クラス制、オフィスアワー、ＴＡの実施体制など 〇 各学部、研究科の教学上の問題点と改善の検討状況

退学、停学、留年の実態及び原因分析と改善方策の検討状況 〇

ディプロマ・ポリシー 〇 改善・向上の方策（将来計画）

・・・字数制限や書式を統一して、簡潔に記述 各学部、研究科における改善の検討状況

左記の内容の他、GPA等の活用状況など

教育課程内で、各学部、研究科の実施内容 改善・向上の方策（将来計画）

（科目、単位認定、資格取得等々） 各学部、研究科における改善の検討状況

教育課程外で、セミナー、研修会、インターンシップ

授業改善アンケートの実施体制、アンケート内容、回収率など 改善・向上の方策（将来計画）

各学部、研究科での取り組み ×× 各学部、研究科における改善の検討状況

学修状況に関するアンケート調査 ××

アンケート集計結果のフィードバック方法 ×× 改善・向上の方策（将来計画）

研究科での院生中間発表会など 各学部、研究科における改善の検討状況

学生相談、カウンセラー、医務室の配置、利用状況 △

奨学金給付・貸与の状況 〇

クラブ、サークル、ボランティア支援など ××

セクハラ・アカハラ対策など ××

社会人、編入・転入生、留学生などへの支援

学生からの要望をくみ上げる制度 ××

採用、昇任における資格審査体制 〇

ＦＤ活動 ××

研修、ワークショップの実施など

教室、実習・演習室、実験室等（教室数、収容定員） △

安全性（耐震等）、利便性（バリアフリー等）,メンテ △

図書館における、図書の蔵書、利用者、開館時間、ＡＶ関連 ××

学生サービス（什器、ＬＡＮなど） 〇

授業のクラスサイズ（各講義における受講者数と教室） ××

教育環境に関する学生満足度調査 ××

改善・向上の方策（将来計画）

改善・向上の方策（将来計画）

改善・向上の方策（将来計画）

改善・向上の方策（将来計画）

3-④　＜第2作業小委員会＞

〇〇センターにおける取り組み ××

各学部、研究科において、定員の充足率に過不足がある場合、改
善・向上の方策（将来計画）を記述してもらう

改善・向上の方策（将来計画）について、カリキュラム改訂の見込
みなどを記述

各学部、研究科ごとに教育課程上の各分野に適切に配置して
いる点、および若干の補足事項

主な記述内容

過去5年間の入学定員に対する入学者数の比率データ

担当

備　　　考

①教育目的及び教育課程に即した教員の確保と
配置

②教員の採用・昇任等、教員評価、研修、ＦＤ
をはじめとする教員の資質・能力向上への取り
組み

①教育課程内外を通じての社会的・職業的自立
に関する指導のための体制の整備

①入学者受入れの方針の明確化と周知

②入学者受入れの方針に沿った学生受け入れの
方法の工夫

①教育目的を踏まえた教育課程編成方針の明確
化

②教育課程編成方針に沿った教育課程の体系的
編成および教授方法の工夫・開発

①教員と職員の協働並びにＴＡ等の活用による
学習支援および授業支援の充実

①単位認定、進級及び卒業・修了認定等の基準
の明確化とその厳正な適用

③入学定員に沿った適切な学生受入数の維持

教育目的の達成状
況の評価とフィー
ドバック

学生サービス

①教育目的の達成状況の点検・評価方法の工
夫・開発

②教育内容・方法及び学習指導等の改善へ向け
ての評価結果のフィードバック

①学生生活安定のための支援

②学生生活全般に関する学生の意見・要望の把
握と分析・検討結果の活用

学生の受け入れ

教育課程および教
授方法

学修および授業の
支援

単位認定、卒業・
修了認定等

キャリアガイダン
ス

２−９

基準項目 評価の視点

教員の配置・職能
開発等

教育環境の整備

２−１

２−２

２−３

２−４

２−５

２−６

２−７

２−８

③教養教育実施のための体制の整備

①校地、校舎、設備、実習施設、図書館等の教
育環境の整備と適切な運営・管理

②授業を行う学生数の適切な管理

資料　3
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3-④　認証評価エビデンス・データー編一覧（事務職対応分）

様式 摘要
〇は入
力枠追

加
＃ 担当部署 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

1 【表F－1 】 大学名・所在地等 1 庶務課 ○ 評価年

2 【表F－2 】 設置学部・学科・大学院研究科等／開設予定の学部・学科・大学院研究科等 2 庶務課 ○ 評価年

3 【表F－3 】 学部構成（大学・大学院） 〇 3 庶務課 ○ 評価年

4 【表F－4 】 学部・学科の学生定員及び在籍学生数 〇 4 各学部 〇 評価年

5 【表F－5 】 大学院研究科の学生定員及び在籍学生数 〇 5 各研究科 〇 評価年

6 【表F－6 】 全学の教員組織（学部等） 〇 6 各学部 〇 評価年

7 【表F－6 】全学の教員組織（大学院等） 〇 7 各研究科 〇 評価年

8 【表F－7 】 附属校及び併設校、附属機関の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※併設校、学則に定める附属施設 8 庶務課 ○ 評価年

9 【表F－8 】 外部評価の実施概要 9 庶務課・工学部・法務 〇 該当年

10 【表2－1】 学部、学科別の志願者数、合格者数、入学者数の推移（過去5年間） 10 入試部 ○ ○ ○ ○ 〇 過去5年間

11 【表2－2】 学部、学科別の在籍者数（過去5年間） 〇 13 各学部 ○ ○ ○ ○ 〇 過去5年間

12 【表2－3】 大学院研究科の入学者数の内訳（過去3年間 〇 15 各研究科 ○ ○ 〇 過去3年間

13 【表2－4】 学部、学科別の退学者数の推移（過去3年間） 〇 16 各学部 ○ ○ 〇 過去3年間

14 【表2－5】 授業科目の概要 〇 17 各学部 〇 評価年

15 【表2－6】 成績評価基準 18 各学部・研究科 ○ 評価年

16 【表2－7】 修得単位状況（前年度実績）　　　　　　　　　　　　　Ｈ26.3.31現在の在籍者 〇 19 各学部 〇 前年度実績

17 【表2－8】 年間履修登録単位数の上限と進級、卒業（修了）要件（単位数） 〇 21 各学部 〇 評価年

18 【 表2－9 】就職相談室等の利用状況 22 キャ支援・工学部 ○ ○ 〇 過去３年間

19 【表2－10】就職の状況（過去3年間） 23 キャ支援・工学部 ○ ○ 〇 過去3年間

20 【表2－11】卒業後の進路先の状況（前年度実績） 24 キャ支援・工学部 〇 前年度実績

21 【表2－12】学生相談室、医務室等の利用状況 25 学生部・工学部 ○ ○ 〇 過去3年間

22 【表2－13】大学独自の奨学金給付・貸与状況（授業料免除制度）（前年度実績） 26 学生部・大学院 〇 前年度実績

23 【表2－14】学生の課外活動への支援状況（前年度実績） 27 学生部 〇 前年度実績

24 【表2－15】専任教員の学部、研究科ごとの年齢別の構成 〇 28 各学部・研究科 〇 評価年

25 【表2－16】学部の専任教員の1週当たりの担当授業時間数（最高、最低、平均授業時間数） 〇 29 各学部 〇 評価年

26 【表2－17】学部、学科の開設授業科目における専兼比率 〇 30 各学部 〇 評価年

27 【表2－18】校地、校舎等の面積 31 法人 ○ 評価年

28 【表2－19】教員研究室の概要 32 法人 ○ 評価年

29 【表2－20】講義室、演習室、学生自習室等の概要 33 法人 ○ 評価年

30 【表2－21】附属施設の概要（図書館除く） 34 庶務課　→　法人 - - - - - 〇 評価年

31 【表2－22】その他の施設の概要 35 法人（庶務課） 〇 評価年

32 【表2－23】図書、資料の所蔵数 36 （図書館・開発）→法人 〇 評価年

33 【表2－24】学生閲覧室等 37 （図書館・開発）→法人 〇 評価年

34 【表2－25】情報センター等の状況 38 学支援・工学部 △ 〇 評価年

35 【表2－26】学生寮等の状況 39 - - - - - なし

36 【表3－1】 職員数と職員構成（正職員・嘱託・パート・派遣別、男女別、年齢別） 40 法人 △ 〇 評価年

37 【表3－2】 大学の運営及び質保証に関する法令等の遵守状況 41 法人・事務部 〇 評価年

38 【表3－3】 教育研究活動等の情報の公表状況 48 学支援 △ 〇 評価年

39 【表3－4】 財務情報の公表（前年度実績） 49 法人(会計課） 〇 前年度実績

40 【表3－5】 消費収支計算書関係比率（法人全体のもの）（過去5年間） 50 法人(会計課） ○ ○ ○ ○ 〇 過去5年間

41 【表3－6】 消費収支計算書関係比率（大学単独）（過去5年間） 51 法人(会計課） ○ ○ ○ ○ 〇 過去5年間

42 【表3－7】 貸借対照表関係比率（法人全体のもの）（過去5年間） 52 法人(会計課） ○ ○ ○ ○ 〇 過去5年間

43 【表3－8】 要積立額に対する金融資産の状況（法人全体のもの）（過去5年間） 53 法人(会計課） ○ ○ ○ ○ 〇 過去5年間

（　）内は担当部署

データＵＰ時、ファイル名を　【H26 認証評価エビデンス集（データ編）〇〇学部　〇〇研究科】等担当部署名を変更すること. 対象年度

2013.11.26一部改正
2013.10.16 一部訂正

　【フォントＭＳ明朝体・英数字Century】

備　　考
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自己点検報告書
草案提出

自己点検評価委員会開催 報告書原稿 報告書原稿

草案に対する意見聴取

の提案 入稿 初校

平成26年4月24日 平成26年5月7日 平成26年5月13日 平成26年5月24日 平成26年5月30日

報告書原稿 報告書原稿 報告書原稿 報告書原稿 報告書原稿

校了 3校 ２校戻し ２校 初校戻し

平成26年6月16日 平成26年6月12日 平成26年6月10日 平成26年6月5日

起案 自己点検報告書発送 日本高等評価機構

報告書提出締切
とりまとめ
確認作業 平成26年6月23日 平成26年6月26日 平成26年6月30日

報告書・
エビデンス

草案に関する意
見の集約終了

3-⑨　認証評価　自己点検報告書作成日程
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資料　6
＜書面質問＞

基準1 基準2 基準3 基準4 A B

1 1 10 2 3 3 1

2 0 5 1 3 - -

3 4 6 4 3 - -

4 - 3 2 - - -

5 - 3 2 - - -

6 - 3 5 - - -

7 - 3 3 - - -

8 - 7 - - - -

9 - 5 - - - -

計 5 45 19 9 3 1

構成比 6% 55% 23% 11% 4% 1%

合計

＜依頼事項＞

依頼項目 1 6 3 1 0 0

構成比 9% 55% 27% 9% 0% 0%

合計 11

82

3-⑮　書面質問及び依頼事項 (件数）



10/6(月）　移動日

17:30
評価チーム移動

9:30～11:00(９０分）
⑧-3　基準４　Ａ　担当教員（A）・
　　　　　　　　　　担当教員（B）
　　　　　　　　　Ｂ　担当教員（C）
（同時進行）
基準毎の担当教職員との面談報告
書の内容から教育研究活動の状況
の質疑

11：00～12：00(６０分）
　
⑩学生との面談
工１年を含む

16：00～17：30（90分）
　大学関係者と基準ごとの面談（教職員等）
⑧-1　基準2（第３会議室）学部長・研究科長・機関
長・実務委員（担当教員）・各事務長・課長・担当職
員（実務委員）
ＧＯＡＬＳについて説明・教育開発運営委員会実務
責任者

⑧-2　基準3（第１会議室）　学長・事務部長（事務・
院）・庶務課長・会計課長・事務局長・次長・総務、
管財、経理部長、総務・経理・施設・管理・財政課長
基準毎の担当教職員との面談報告書の内容から教
育研究活動の状況の質疑

17：30　評価員移動

12：00～13：00(６０分）
昼食（第2会議室）

17:30

8：30評価員
ＳＧＰロビー集合
タクシー配車　評価チーム７名

14：00～15：30（90分）
⑦教育環境の視察
講義・実習・演習の状況・図書館・教育研究施設の
機能性・特色などの状況を調査し、学修就学環境の
実状を把握する。視察中、講義見学（ＧＯＡＬＳ）、教
職員・学生への質問あり

15：30～16：00(３０分）
資料データの点検

⑨第３回評価委員会
ＳＧＰ会議室（５階りんどう）

14:30

評価チーム移動
山鼻キャンパス視察

3-⑯　認証評価スケジュール及び大学・法人面談関係者名簿

18:00

※（ＳＧＰ-札幌ガーデンパレス）

受   審   日

10/8（水）　第２日

8：30評価員
ロビー集合
タクシー配車　評価チーム７名

評価チーム移動

資料データの点検

9/17・18・27・30一部訂正

15：00～16：00(６０分）

⑦教育環境の視察
2号館2階会議室

16：00～16：30(３０分）
面談準備（機構）

16：30～17:10(４０分）
⑩学生との面談
   3号館１階会議室
工学部2年～４年・研究科
工１年は2日目（7/8）に実施

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

15:00

15:30

16:30

17:00

【北海学園大学】

13：00～14：30（９０分）
⑪追加面談（第３会議室）
⑪-①13:00～13:30
同窓会会長・事務局長
⑪-②13:30～14:00
在学生の保護者
⑪-③14:00～14:30
若手職員（30代男女）
若手教員（講師３０代男女）

14：30～16：00
⑫第４回評価員会議

16：00　終了・解散

10/7（火）　第１日

9：00大学着
（４号館１０階第2会議室へ案内）

②9：00～10：00（６０分）
第２回評価員会議
～スケジュール・面談要領・書面分析協議
（１０階第2会議室）

10：00～11：00（６０分）

③評価員資料点検（第2会議室）

④機構職員と大学自己点検担当者

打合せ（１０階第3会議室）

⑤11：00～11：30（３０分）
大学関係者（理事長・学長含む）との対面式
双方紹介後、大学から沿革、建学の精神、大学の特色の
説明（国際会議場）
理事長・局長・次長・総務部長・学長・評価実務委員長・事
務部長・大学院事務部長
※次第事前にＥメールで送信

11：30～12：30（６０分）

昼食（学食）※学食迄ご案内

12：30～14：00(90分）
⑥基準１　理事長・学長等大学責任者と評価員の面
談
理事長・局長・次長・総務部長・学長・評価実務委員
長・実務委員・事務部長・大学院事務部長

大学全体の総括的な質問（教育活動・経営方針・中
期計画等の質疑応答

16:00

①評価チーム札幌へ移動
　

14：30評価チーム
SGPロビー集合
タクシー配車
評価チーム７名

14:50～15：00　キャンパス概
要の説明
2号館2階会議室
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６日

基準4 基準
ＡＢ

〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇
〇
〇
〇

〇 〇
〇

〇 〇
〇
〇
〇

〇 〇
〇 〇
〇 〇

〇
〇

〇 〇
〇 〇

〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎
◎
◎ ◎

◎ ◎
〇 〇 〇 〇 〇 ◎
〇 〇 〇 ◎ ○

（第１作業小委員会)

（第２作業小委員会)

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇
〇

〇 〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
◎

（第３作業小委員会)

◎
（第４作業小委員会)

-

法学部長
人文学部長
工学部長

入試部長
入試部職員　

【
自
己
点
検
　
評
価
実
務
委
員
会

】

【
自
己
点
検
評
価
実

務
委
員
会

】

⑧-2
基準3

⑧-1
基準2

図書館職員　
開発研究所長　

教務ｾﾝﾀｰ長

庶務課係長

法学部　
法学部職員　
人文学部　

学生部職員　
ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ長　

ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ長
入試部長
教務センター長

委員

教務ｾﾝﾀｰ職員　

ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ職員　

役職名 氏名

④⑦
山鼻

⑥
基準1

⑤
【大学関係】

委員長
委員
委員
委員
委員

（副委員長）

委員

学長
経済学部長
経営学部長

経営学研究科長
法学研究科長
文学研究科長
工学研究科長

経済学研究科長

法務研究科長

図書館長
開発研究所長

（委員長）

学生部長

自

己

点

検

・

評

価

委

員

会

（委員長）
（副委員長）
人文学部　

経営学部　　
経営学部職員　

図書館長

学生部長　

経済学部職員　

（委員長）
（副委員長）

工学部職員　

（委員長）
（副委員長）

人文学部職員　
工学部　

開発研究所職員　
法務研究科長　
法務研究科職員　
学習支援ｼｽﾃﾑ課職員
情報運用室長　
教育開発運営委員長　
経済学部

⑧-3⑦
豊平

８日7日
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〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇 〇 ○

〇

〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

◎

〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

◎

〇

○ ○

8 5 8 9 18 52 18 3 2 0

６日

基準4
基準
ＡＢ

〇出席者　◎評価書担当者

管理課長

経理部長

経理課長

システム開発室長

役職名 氏名 ⑦
山鼻

④ ⑤ ⑥
基準1

⑦
豊平

⑧-1
基準2

⑧-2
基準3

⑧-3

財政課長

【
法
人
関
係
者

】

総務課長

人事課長心得

管財部長

施設課長

事務局次長

８日

学習支援ｼｽﾃﾑ課長

事
務
関
係

庶務課長

会計課長心得

入試課長

教務センター事務長

図書館事務長

開発研究所事務長

企画室長

企画課長

経済学部事務長

経営学部事務長

法学部事務長

人文学部事務長

7日

事務局長

ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ事務長

上記以外の（施設見学・追加面談）※対応者は別紙に記載

工学部事務長

学生課長心得

理事長

総務部長
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【北海学園大学】

A B C D E F G H I J K L

1 ◎ 〇 〇 評価機構との連絡調整

2 ◎ 〇 〇

〇施設パンフレット10部・宿泊・会議室その他連絡事項
・施設名・会議室名・担当者名を評価機構へ連絡
・２泊３日（夕食は機構の手配）
・禁煙・喫煙の分煙配慮
・会議室第一日18時～20時
・

3 ◎ 〇 〇
国際会議場・４号館１０階・理事室　施設開閉

4 ◎ 〇
・ＰＣ１台（インターネット接続）
・プリンタ・コピー機・シュレッダー各１台

5 ◎ 〇

6 ◎

7 ◎

8 ◎ フルネーム

9 ◎

10 ◎

11 ◎

12 ◎ 〇 〇

13 ◎ 〇 〇

14 ◎

15 ◎

16 ◎

17 ◎ 〇

18 ◎ 〇

19 ◎ 〇

20 ◎

21 ◎ 〇

22 ◎ 〇

23

◎ 3 4 4 3 2 3 1 1 1 0 0 0

〇 0 1 1 0 1 2 4 1 0 4 2 1

写真撮影

面談スケジュール

備考の詳細については受審の手引き参照

備考

業務分担区分

筆記具・事務用箋

卓上ネーム・名札

国際会議場視聴覚関係

評価員送迎

面談室管理

面談学生・ＯＢ選定

経費処理

担当者名　（◎は責任者）

視察スケジュール

　　　3-⑰　日本高等教育評価機構実地調査業務分担表

同窓生・学生引率

機器備品

実施本部

茶菓・給茶

施設設営・期間中の管理

業務内容

宿泊施設の手配

視察ルート案作成

評価員弁当

教職員弁当

評価報告書・データ編・
資料編

実地調査会場平面図・
使用スケジュール

顔合わせ時の次第

座席配置図

資料 8 
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